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要旨
PLATEAU（プラトー）とは、2020年より国土交通省が推進している、3D都市モデルの整備・

活用・オープンデータ化のリーディングプロジェクトである。この PLATEAU のデータは様々

な用途に活用できる可能性を持つが、莫大なデータ量のため、使用する PC に高いスペックが

求められることや、ダウンロードに時間を要したり、ストレージ容量が必要であるなどの問題が

あった。これらの問題は、「PLATEAU SDK for Unity」を使用することで解決することができ

る。この SDK を使用すると、前述したような問題を軽減しつつ、PLATEAU の豊富なデータ

を使用して、現実世界のアプリケーションの開発や、都市シミュレーションの開発が可能となる。

そこで本稿では、PLATEAU と Unity の解説をした後、PLATEAU SDK for Unity の導入方

法とそのメリットや活用について述べる。
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1. はじめに

PLATEAU（プラトー）1, 2）とは、2020

年より国土交通省が推進している、3D都
市モデルの整備・活用・オープンデータ
化のリーディングプロジェクトである。
この PLATEAU のデータは様々な用途
に活用できる可能性を持ち、無料公開
されているオープンデータである。し
かし、莫大なデータ量のため、使用す
る PC に高いスペックが求められること
や、ダウンロードに時間がかかり、大量
のストレージを必要とすることなどが問
題となっていた。このような問題を解決

するため、国土交通省とシナスタジアが
開発・公開したオープンソースのツール
が「PLATEAU SDK for Unity」 3）であ
る。従来の PLATEAU では、都市モデ
ルのデータが 100区画単位で 1つのデー
タとなっていたため、使用したい範囲次
第では必要以上にデータをダウンロード
する必要があり、容量の消費が数 GB単
位でかかっていた。しかし、PLATEAU

SDK for Unityでは、必要な範囲の区画
だけ選択してインポートすることが可能
である。このことによって、必要最低限
の容量で PLATEAU を使用することで
きる。したがって、必要な容量が少なく
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なり、PC の要求スペックも下げること
ができる。また、Unity 内で PLATEAU

を使用することができるようになるた
め PLATEAU の豊富なデータを使用し
て、現実世界のアプリケーションの開発
や都市シミュレーションの開発が可能と
なる。
そこで本稿では、PLATEAU と Unity

の解説をした後、PLATEAU SDK for

Unity の導入方法とその活用について
述べる。

2. PLATEAUとは

PLATEAUの公式サイト 1, 2）では、そ
の概要として「都市活動のプラットフ
ォームデータとして 3D 都市モデルを整
備し、ユースケースを創出。そのデータ
をオープンデータとして公開すること
で、誰もが自由に都市のデータを引き出
し、活用できるようになります。」と説
明されている。PLATEAU のデータは
CityGML という国際規格に基づいた形
式で記述されており、従来のような形の
みを 3D データ化したモデルではなく、
BIM（ビルディング・インフォメーショ
ン）モデルのように建築物や都市計画、
土地利用、道路、橋などの属性情報も格
納されているため、都市計画や防災、気
流や電波などのシミュレーションなど、
様々な用途に活用することができると考
えられている。

3. Unityとは

Unity 4, 5）とは、Unity Technology社
が提供している、無料利用も可能な開
発プラットフォームである。Unity は、
ゲーム制作を中心に建築、自動車業界
でも使われている。Unity を使用するこ
とで、2D・3D ゲームが簡単に作成する
ことが可能で、小さなインディーズゲー
ムから大手ゲームスタジオの大作まで、
幅広いプロジェクトに利用されている。
また、Unity はパソコン、家庭用ゲーム
機、スマートフォンなどさまざまな環境
で動作するゲームを作成することがで
き、有名な作品である『Pokémon GO』
や『Fall Guys』なども、Unity で制作さ
れている。今では全世界のスマートフォ
ンゲームのうち 50% 以上が Unity で作
成されていると言われており、世界的に
人気な開発プラットフォームとなってい
る。そのほか、他者が開発したアセット
を追加できる「Unity Asset Store」によ
り、PLATEAU のようなオープンソー
スのツールキットを利用することもで
きる。

4. PLATEAU SDK for Unity の導
入方法

本章では、Unity のインストールや開
発環境の構築 6）から、PLATEAU SDK

for Unity 7）の導入方法までを述べる。
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図 1: Unity Hub でのライセンスの確認

4.1. Unity のインストール

1. Google などのサーチエンジンで
「Unity Hub」と検索

2. 公式サイトから使用している OSに
あった「Unity Hub」をダウンロード

3. ダウンロードした「UnityHubSetup」
を起動

4. 「UnityHubSetup」の手順に従って
「Unity Hub」をインストール

5. 「Unity Hub」を起動
6. アカウント画面から「Unity ID」を
作成してログイン

7.「環境設定（画面左上の歯車マーク）」
→「Appearance」→「Language」か
ら「日本語」を選択

8.「環境設定」→「ライセンス」→「追
加」から「無料の Personalライセン
スを取得」を選択してライセンスを
アクティブ状態にする（図 1）

4.2. PLATEAU SDK for Unity の
インストール

1. Google などのサーチエンジンで
「Unity Asset Store」と検索

2. アカウント画面から「Unity ID」を
入力してログイン注 1）

3. 「Unity Asset Store」内 で
「PLATEAU SDK for Unity」
と検索
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図 2: PLATEAU SDK for Unity のバージョンの確認

4.「PLATEAU SDK for Unity」のペー
ジを開いて「マイアセットに追加す
る」を選択（図 2）

5.「PLATEAU SDK for Unity」のペー
ジ内で「PLATEAU SDK for Unity」
の対応バージョンを確認（図 2）

6. 「Unity Hub」を開く
7. 「インストール」→「エディターを
インストール」を選択

8. 「PLATEAU SDK for Unity」の対
応バージョンのエディターをインス
トール（日本語にしたい場合は、日
本語パックも同時にインストール）

9. 「新しいプロジェクト」→「エディ
ターのバージョン」を先程インス
トールした推奨バージョンに変更

10. 「すべてのテンプレート」の設定画
面から「3D」を選択

11. 「プロジェクト名」を任意に変更し
て「プロジェクトを作成」を選択

12. メニューバーから「Window」→
「Package Manager」を選択

13.「Package Manager」に「PLATEAU

SDK for Unity」を追加
14. 「PLATEAU SDK for Unity」をダ
ウンロードしてからインポートする

4.3. PLATEAU SDK for Unity で
の都市データのインポート

1. 「Unity」を開く
2. メニューバーから「PLATEAU」→
「PLATEAU SDK」を選択

3.「インポート」→「サーバー」→「デー
タセットの選択」にある「都道府県」
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図 3: PLATEAU SDK for Unity での範囲選択

欄を使用したい都道府県に変更
4. 「データセット」欄を使用したい都
市に変更

5. 「基準座標系の選択」欄から都市が
属する場所として近いものを選択

6. 都市モデルのインポート範囲を選択
（図 3）

7.「地物別設定」欄を任意の設定に変更
8. 「基準座標系からのオフセット値」
欄を任意の設定に変更

9. 「モデルをインポート」を選択して
インポートが完了するまで待つ

5. PLATEAU SDK for Unity のメ
リット

PLATEAU SDK for Unity の一番のメ
リットとして、インポートする 3D 都市
モデルのデータ容量が挙げられる。従来

のやり方では、公式ページ 8）から市町
村や区ごとに分かれた大容量の 3D 都市
モデルをダウンロードし、かなりの手間
や時間をかけて Unityなどへインポート
する必要があった。その点を PLATEAU

SDK for Unity では、図 3のように 5 次
メッシュ (250 m × 250 m)から任意の個
数を指定して、Unity 内でダウンロード
とインポートができるため、必要な分だ
け範囲を選択することで手間や時間、シ
ミュレーションにかかる負荷も大幅に
軽減することが可能になった。仮に必
要な範囲を名古屋駅周辺とする場合、従
来のやり方で 3D都市モデルのデータを
ダウンロードすると、名古屋市だけでも
ZIP ファイルの状態で合計で約 8.8 GB

にもなってしまうが、PLATEAU SDK

for Unityで範囲を選択してダウンロード
すれば、インポートの手間を省ける上に
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約 1.7 GB に抑えることができる。

6. PLATEAU SDK for Unity の活
用方法

PLATEAU SDK for Unityの活用方法
として、都市計画の立案やシミュレー
ション、災害や犯罪の対策が挙げられる。
PLATEAU を活用することで、これまで
都市計画の作成にかかっていた時間の短
縮に繋がり、都市計画の立案だけでなく
シミュレーションや分析なども可能にな
る 9）。また、PLATEAU では都市モデ
ルを 3D で再現しているため、災害によ
る被害を可視化できるほか、建物の死角
などを見つけ出して防犯の対策などの分
析にも使用できる。

7. まとめと今後の課題

PLATEAU SDK for Unity によって、
PLATEAU を利用する際に問題だった
PC に高い要求スペックが求められる点
や、ダウンロード時間・ストレージ容量
などがかなりかかってしまう点を軽減
しつつ、PLATEAU の豊富なデータを
使用して、現実世界ベースのアプリや都
市シミュレーションを開発可能となっ
た。この PLATEAU を活用することで
都市計画の立案やシミュレーション、災
害や犯罪の対策も可能になる。これまで
都市計画の作成にかかっていた時間の

短縮に繋がり、都市計画の立案だけでな
くシミュレーションや分析なども可能に
なる。また、PLATEAU では都市モデル
を 3D で再現しているため、災害による
被害を可視化できるほか、建物の死角な
どを見つけ出して防犯の対策などの分析
にも使用できる。今後の課題は、実際に
PLATEAU SDK for Unityの環境内にド
ローンを実装して、3D 都市モデルを活
かしたシミュレーションを行うことで
ある。
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